　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
(第1号議案)
令和２年度事業報告書
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　特定非営利活動法人杜の家
１　事業実施の結果
（就労継続支援A型事業）　杜の家ファーム
・今年度の月平均利用者数は18.8名（昨年度20.4名）でした。
・利用者の平均工賃月額は92,391円（昨年度88,562円）でした。（岡山県障害福祉課の調査による「岡山県内の就労継続支援A型における令和元年度工賃実績状況」では月額平均80,502円）
・野菜は10月18日出荷分をもって、生産終了することとなりました。
・12月から古本市場豊浜店にて、作業請負の開始。3月からは平井店に移動して、作業を行っています。作業内容は、古本の棚入れ・梱包に加えて、衣類や雑貨などをクリーニングして値札を付ける作業も行っています。
・畳の請負作業は、新型コロナウィルスの影響が大きく、受注先の生産状況が予定よりも減産している状況が続いています。それにより、当初予定していたほどの請負数に届かず、作業人数を増やしていくことが出来ませんでした。
・おおもり農園からの苺委託業務を行いました。それとは別に、草刈り等の外部の農作業の受託作業を行いました。
・いくつかの作業を請負っているため、作業者の時間が空いてしまうことがありますのでその時間には内職作業を行っています。
・野菜の生産終了時期に合わせて、これら以外の企業とも請負作業の話を進めていましたが、コロナウィルスの影響が大きく、どれも話を見合わせることになりました。収益の面では難しいのが現状ですので、今後もさらに作業を増やしていくことを考える必要があります。
（就労継続支援B型事業）　晴れの国
・今年度の月平均利用者数は9.2名（昨年度10.4名）でした。
・利用者の平均工賃月額は9,598円（昨年度10,936円）でした。（岡山県障害福祉課の調査による「岡山県内の就労継続支援B型における令和元年度工賃実績状況」では月額平均14,913円）
・主な請負作業として「株式会社パーツ」で古本の検品作業、おかやま食材の作業補助、を行いました。また、商品のパッキング及び発送の請負作業も行いました。
・作業にフラットファイル製作作業、マスクの作成を新たに行うなど状況に合わせ、在宅利用も含め、柔軟な対応を心掛けました。

・新型コロナウイルスの影響も大きく、利用不安から利用回数が安定しませんでした。
（放課後等デイサービス事業）りゅうそう放課後ラボ
・今年度の1日の平均利用者数は7.6名でした。
・新型コロナウイルス感染症が広がる中で、その感染対策を第一に行いました。児童の中には感染を恐れて一時的に利用を控えていた方もいましたが、例年にない学校の休校など、自宅でずっと過ごすということは、とても負担が大きかったようで、児童の居場所として当事業所への期待が高まりました。
・コロナ禍において特例として認められた児童の在宅支援に取組みました。ボードゲームの貸し出しとオンライン学習支援を行い、児童とその保護者からも好評をいただきました。
・５月から、土曜日の営業を毎週ではなく隔週での営業に変更しました。理由は、土曜日の利用者数の低迷と、平日の利用日数を増やしたいという保護者からの要望にお応えするためです。結果、平日の利用者の受入れ可能人数も増えて利用増に繋がり、また土曜日も、利用者が隔週で集約され平均7人前後になりました。加えて、人員を集中的に運営できるようになった事で、療育の質が上がり、保護者様の満足度にも繋がりました。
・学習面で困難さがある児童3人に対し、試験的に、１時間だけの学習支援に特化した取り組みを実施しました。限られた時間で学習に集中して頂く事と、「今日は事業所に勉強しに行く」という事前の心構えを持ってもらう事で、より高い学習効果を期待して1時間としました。また、この学習支援を利用される保護者には、通常、事業所で行っている送迎を保護者でしてもらい、他の児童が少ない時間帯、或いは居ない時間帯に事業所に来て頂きました。これにより、担当スタッフの配置がしやすいという、事業所としてのメリットもありました。結果、１時間という限られた時間で集中でき、個別指導により丁寧な学習指導を行う事ができました。また、お迎え時には保護者とお会いして話しができることで、フィードバックも円滑に行う事ができました。しかし、送迎の負担が保護者にあることや、勉強をした後に友達と遊びたいということから、学習支援を利用された３人ともが、通常の利用へと戻る事になりました。そのため、この形での利用の需要は少ないという事で、今後の実施を見送ることとしました。

（計画相談支援・障害児相談支援事業）ひとむすび
・今年度の利用人数は1名でした。
・利用している児童の学校や家族、ケースワーカーと連携し、就労移行支援会議を行い、

児童の今後について話し合いをおこないました。

・福祉サービスの利用やライフプランを計画しました。また、利用者にとって必要であり適切な福祉サービス等を探して新しい支援につなげてゆきました。
２　事業の実施に関する事項
　（１）特定非営利活動に係る事業
	
	定款の事業名
	事 業 内 容
	　　　　　実施日時
	　　　　　実施場所
	　　　　　従事者の
人数
	受益対象者
の範囲及び
人数
	　
支払額
(千円)

	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業

	杜の家ファーム事業(就労支援A型事業による野菜・いちごの生産販売)
	通年
	事業所内
	6名
	利用者

20名
	48,517


	
	
	晴れの国(就労継続支援B型事業食品加工、お総菜屋スタッフ)
	通年
	事業所内
	4名
	利用者

20名
	15,731

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	児童福祉法に基づく児童福祉サービス事業
	りゅうそう放課後ラボ(放課後等デイサービス)
	通年
	事業所内
	7名
	利用者

10名
	19,943

	
	児童福祉法に基づく障害児相談支援事業
	ひとむすび(主にりゅうそう放課後ラボの利用者を対象とした障害児相談支援事業)
	通年
	事業所内
	1名
	利用者
1名
	80


	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく一般相談支援事業
	ひとむすび(主に杜の家ファーム、晴れの国の利用者を対象とした一般相談支援)
	通年
	事業所内
	1名
	利用者
0名
	0

	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく特定相談支援事業
	ひとむすび(主に杜の家ファーム、晴れの国の利用者を対象とした特定相談支援)
	通年
	事業所内
	1名
	利用者
0名
	0


２）その他の事業
なし
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